
 
 

Press Release 
                                     令和６年１１月２５日 

香川大学法学部 高校生懸賞論文２０２４ 
受賞９作品（最優秀賞１名 優秀賞３名など）決定 
最優秀賞は広島修道大学ひろしま協創高等学校２年生 

平成 27 年度より開始した「香川大学法学部高校生懸賞論文」は、さまざまな社会問題について、高校生の能動 

的な学びを支援するため実施しています。毎年テーマを設けて中・四国 9 県の高校生を対象に論文を募集しており、

今年も応募総数 68 点の多くの力作が集まるなか、以下のとおり審査結果が決定いたしましたのでお知らせします。 

優秀な作品については表彰し、ＨＰでも公表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表彰式】 日時:令和６年１２月７日（土） 

          場所：香川大学 多目的ホール 幸町北キャンパス（高松市幸町１－１） 

 

 

 

 

テーマ：次のテーマから一つ選択。タイトルは自由。 

A 大震災等の大規模災害が発生した際に、あなたが考える対応（香川県教育長より出題） 

    出題の意図：自らが被災した場合や被災地への支援の視点、現在の対応の現状課題を踏まえた対策など、 

    幅広く考察してほしい。 

  B 包摂的な社会についてあなたの考えを論じなさい 

 

【最優秀賞１名】 

  清政 虎太郎：現代・未来の世代で「自助」「共助」「公助」（広島修道大学ひろしま協創高等学校２年） 
 
【優秀賞  ３名】 
  佐藤 早和子：夏の地震に備える（高松高等学校１年） 
 
  佐藤 怜  ：包摂的な社会の実現に必要なこと（西条高等学校３年） 
 
  床田 雅弥 ：若者の孤独の解消に向けたツール開発の提案（観音寺第一高等学校２年） 
 
【奨励賞  ５名】 
  外田 桜花 ：防災と地域コミュニティ（愛媛大学附属高等学校１年） 
 
  中村 美月 ：私たちができること（坂出高等学校２年） 
 
  浜崎 由衣 ：紡いで繋がる私たちの未来（高松西高等学校１年） 
 
  細川 愛衣 ：こどもの貧困は他人事か（観音寺第一高等学校２年） 
 
  若林 紬生 ：命をつなぐために今私にできること（高松高等学校１年） 
 
○詳細につきましては、法学部ＨＰ （https://www.kagawa-u.ac.jp/kagawa-u_jl/）をご覧ください。 

 

 お問い合わせ先  

香川大学法学部「高校生懸賞論文 2024」係 

TEL：087-832-1806（平日 9時から 17時まで） 

E-mail：kenshouronbun-j@kagawa-u.ac.jp 


